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1.本書は、四篠畷市教育委員会が、昭和55年度に日本住宅公団田原団地建設

に先立ち、日本在宅公団関西支社より委託を受けて実施した四俸調良市

大字上田原791番地他に所在する田原域社・田原遺跡発掘調査の概要報告

書である O

2. 調査は、昭和55年10月1日に着手し、昭和56年3月31臼まで、発掘調査を行

ない昭和55年度調査事業を終了した O

3.発掘調査は、教育委員会社会教育課技師・野島 稔を担当者とし、調査補

助員として森本澄一、松田裕伸があたった O

出土遺物の整理@実測などについては、野島 稔、森本澄一、松田裕伸、

阪本冨美子、JiI本三智子、永井蓉子、一色ルリ子、島田恵子、井上智子、

山口文代、樋口博子、植田真紀、松岡俊江があたった。

4.本書の執筆は、野島稔が行なった。

5.発掘調査の進行。報告書作成などについては、同志社大学@瀬川芳則、大

東高校@山口 博、グアム大学・片岡 {彦、大阪府教育委員会 a井藤徹、

堀江門也、財団法人枚方市文化財研究調査会@宇治田和生、三宅俊降、

原武志、畷古文化研究保存会の諸氏、諸機関から種々の街j教示をうけた O

して を表したい。

6.発掘調査の進行については、日本住宅公団関西支社、田原宅地開発事務所

四候畷市a原開発促進協議会、下田原区長@中尾雅雄、上田原区長 e
なご協力をうけることができた O 記して厚く感謝

したい。又、調査作業については、 フジタ工業、

な協力を得た。
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田原域土i上@田原遺跡発掘調査概要@日

1調査に至る経過

昭和50年度に大阪府教育委員会が田原団地建設予定地内の遺跡パトロールを実施され、

又、昭和52年度に四候畷市教育委員会が呂本住宅公団関西支社からの依頼により建設予定

地内の遺跡パトロールをそれぞれ実施した。

その結果、国道163号線と市道辰巳谷線の交叉する西側の丘陵に花向岩で築かれた横穴式

l基を確認することができた。この丘陵は標高173mから 3本に、東向きに派生する

北端の丘陵中央部に位置している。未発掘のため，':21土遺物は不明であるが築造時期は6世

紀後半頃と考えられる。もしこれが古墳とすれば今後この周辺の丘陵上に数多くの横穴式

五室が検出される可能性がある O

次にこの古墳の東の眼下に流れる戎川と辰巳谷線の交叉する所に角堂橋と呼ばれる慌の

周辺に瓦器椀、二七師質皿、布日平瓦が数多く表面採集することが出来た。この橋の名にも

出ている角堂は中世の堂があるのではないかと思われる。この場所は現在水出になってい

るが約50~60m四方の*EfIから L記の土器片が採集することができた。

山の中腹には、花尚岩が露出している巨石群が2ヶ所に見ることができる。又、この巨

石群の周辺には花尚岩の石垣が築かれている。この石垣l土地元で近世に切り石の残石で

石垣を築いたとえわれている。

建設予定地の南端の字八ノ坪には出原城祉が地元の協力により保存されている O

この田原域社については第盟主主の田原域研究史について詳しく述べることにしたい。最

後に建設予定地内全域に約50基以上の炭焼き窯を見ることが出来た。

大阪府教育委員会及び、匹i候IIIJ~dl教育委員会が発見した土器散布地を日本住宅公団作成

の地図上に印を行ない、この資料をもとに日本住宅公団・大阪府教育委員会・四候畷市教

育委員会の三者によって協議を行なった O この結果、昭和53年度に第一次発掘調査をこの

土器散布地を中心に遺跡の確認及び遺構の保存状態を目的に凶保畷市教育委員会が調査を

実施した。

昭和54年度には第2次発掘調査として田原団地建設に係る戎)11改修工事予定地内の調査

を中心に実施したものであり、今出の昭和55年度第3次発掘調査は、団地計画地域の南東

部にかかる田原域社の範囲確認調査と、団地計画地域北部の戎ハi右岸と既成集落に隣接す

る丘陵地の遺跡の確認及び遺構の保存状態を目的に四候畷市教育委員会が調査を実施した。



E 遺跡の と原史的環境

凹操服市は大阪府の北東部に位置し、奈良県の県境にある。田原は四方を山に固まれた

盆地として夏は問篠限市内より約 I 度~2 度気温が低く住みよい場所である O

田原盆地の中央を北流する天野川が大阪府と奈良県の境になっている。

大阪府聞は四候I岐市大字上出原・大字下回原，奈良県側は生駒市大字北田原・大字!有田

原と呼ばれる地名である。

間保曲芸市大字上田原・ F田原は、生駒山系東北部の山裾に位置し、北端には大阪から

良への主要幹線道路の国道163号線と地区外南部の阪奈道路にはさまれた南北約2キロメ

ートル、東西0.8キロメートル、開発面積約125ヘクタールの区域の開発である O

田原団地建設予定地と東側に北流する天野川との聞には、上田原及び下回原の既成集落

があり、現在人口約1，400人の小規模な集落である O 田原団地建設によって日本住宅公団

の人口計画では3，900戸約15，000人の人口がこの団地に住む予定になっている。

本地区の地質は、東部が沖積層粘土及び砂喋質で西部の丘陵地は花尚岩及び大阪層群か

らなっている O

田原地区に係る文化財としては昭和54年度(第2次発掘調査)に団地建設に係る戎川改修

と市道辰巳谷線の路線変更地の調査において縄文時代に属する土器@石器ならびに右越の

遺構が検出された。遺物の包含池は南北43m、東西13mの水田地2枚分の範囲にわたって

わり、表土下約 1mの赤樹色でやや粘土まじりの砂質土層から近畿でも数少ない早期に属

するもので北河内地方の半期縄文遺跡である神宮寺遺跡に次ぐ遺跡である。

出土した遺物は山形押型文、情円押型文、貝殻条痕文、過擦文の縄文式土器ととも…

石ヒ、石錐、大型掻器、掻器、剥片石器、小型尖頭器、ハンマーストーンの石器が{ず出し

ている。又、 rH道辰巳谷線と戎川との交叉する角堂橋の問120mの生駒山系東傾斜面山手伝

の標高T.P.144.0 mの本田地の全面発掘にわいて、東西2.25m、 南北2.45m、深さ40cm

の土墳状遺構が検出し、遺構内堆積土層の樹色砂質土から土師質小血、羽釜が出土した。

土器形成からみて、また瓦器椀が共伴しないことから15世紀前半の遺構である。土竣状遺

構の南において耕土 F3.64mの深さの落ち込み状遺構が検出した。堆積土!百は15層に細分

され各層内からまとまった土器類が出土している。最ド層から出土した須恵器口縁古11や

羽釜からみて12世紀中頃~終り頃(とし、堆積土層上面からの瓦器抗、羽釜の出土から13世

紀に落ち込み:1犬遺構が完全に堆積したと思われる。

又、国辺では田原住吉神社境内の石槽があげられる。この石槽は花商岩の巨石を加工し

た長さ約2m .幅約1m .高さ約0.7mのもので四日市街道工事中、天野川畔から出土し

この地に運ばれたものであり、この石情と{日j型のものが大阪四天王寺に現存している。住
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際京F勺

吉本中社境内石棺は昭和48年3月初日に大阪府文化財考古資料第7号として指定されている。

又、同境内西側に十三仏がある。十三仏とは死んだ人の初七日から三十三回忌までの十三

回の供養する仏遠を l枚の板ちに刻んだもので、鎌倉末期から十三仏が始まるといわれて

いる。この十三仏は永禄8年のもので田原地区には照涌野田墓地内十三仏とあわ

せて 2基が現存する。四候暇市内には中野正法寺・中野共同墓地・南野弥勤寺等合わせて

1 .首里子出墓地 墓古1]).十三仏 5.住吉神社境内石 -十三Tム 9. 

2.正{云寺薬師如来 6.月泉寺基地五輪塔 10. 

3.森福寺跡 7園出原域社; 1 1.石毛~l遺構

4.森山墓地(両基制) 8. [上l!JjlJ塁~"ij;
(縄文早期・出品土台・鎌倉時代)

- 3 -



7 られている。

にj二田原正{云寺号rj棟堂宇に高さ 2mの薬師如来が安置されている。この仏f象の胸のふ

くらみ、全体感、衣紋の滑らかさから見て鎌倉時代初期のものとみている。

この薬師如来は、もと「森福寺と号する上田原所在の真言宗寺院境内」にあったことが、

明ネrH帳に見られ、天文2年付の「神道秘事書」の古文書からみ

て戦国期の寺院で、あマd::森福寺の薬師如来であったことが明らかである。現在は森揺寺は

廃寺となっている。又、正伝寺には両墓誌1]がみる。死者を葬った場所に墓碑を建て、そこ

を永久に祭りの場とするのを単墓告!]と呼ぶのに対し、比較的短期間祭りをしただけで近寄

ることもせず¥祭りをするための墓地を別の離れた場所に設けるのを両墓制と呼んで、いる。

に矢口られている である。

尚 を残す所は全国 ケ されている。大阪では、富田林市、豊能郡田尻、

市津田の3ヶ所が数えられているのに対し、当市田原地区には、下回原5ヶ所、上田

原に4ヶ所の基地があって、月泉寺の五輪落、卵塔墓地以外はすべて両墓古iJてて、ある。

次に田原i成(土土田/顎八のよ平に所在する標高178.6mの生駒の第1の山脈の西側に突出し

た部分をたくみに利用したもので、現在はこの域に関する文献資料はほとんど見当らない

が、城郭に関連「る地名が残されている。その地名と大小字名で、「域の下JI門!こlJ

の内J r的場 i矢の石 Jが地元で呼ばれている O

また]買上部の本丸湖、にあたるところに現在住吉大神を分isEしている館がある O 本丸跡は

m、反間約 7mの削平地で本丸跡から田原主主地を一望のもとに見Il'ろすことがで

きる。又、北は眼下に で、周闘は谷と)11でめぐらし王子地との

なっている O 本丸跡の南側に「切り堀り」があり「井戸ヶ谷」へと続く「隠し井戸」と呼ば

れる井戸が、あり、非常用の水利と考えられる。 I切り堀り」より西側の悩地「二の丸」と

しての性格をもち、当日の居館のあったところと推定されている。又、問南li高に突出した

が「丙持 j と考えられる。

旧民u成は出原対馬守を城主としたもので戦国時代の終り頃に近畿の覇をとなえれーゴ

にあった飯主主城の としての機能をはたし、やがて織田信長の統一によって

減していったものと忠われる。
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田原城仔究史

四{傑蝦市田原地区について記された公子Ij文書は、平安末期の保廷5年 (1139)、 久安元

年 (1146)の小松寺縁起奉加帳に「田原西郷・田原東郷」と記されるのが最初である。

田原郷は大和田と河内国に両分されていたかの如くに考えられる O 江戸期の河内志には、

1-_田原 e下回開を河内国の項に説明し、南田原・北田原については「倶に今は和州添下郡

に属す」と記して、昔時は南・北田原も含め河内に属したかのような書き方をしている O

併し、当田原が国・郡制の大化改新期より河内・大和の何れに所属したかの史料は全く欠

除しており何れとも断定し難い。

又、元禄2年2月11日に天野川沿いに、交野・岩舟より田原に旅して著名な記行文を残

した儒者貝原益軒は、 60才の南遊紀行文の中に、 「岩舟より入て、おくの苔中七八町東に

行ば、谷の内頗広し。其中に天川ながる。其里を田原と云。)11の東を東田原と玄、大和国

也。 }II の西を西田原と云、河内国也。 ~~IHJの中にで両国にわかれ、 }II を境とし名を i司くす。

此谷水南より北にながれ、又西に転じて、岩舟に出、ひき、所に流れ、天}IIとなる。凡田

原と式所、此外に多し O 宇治のi告にも、奈良の東にもあり、皆山間の幽谷の中なる里なり。

此田原も其入口は岩舟のせばき山澗を過て、其わくは頗ひろき谷也。恰陶淵明が桃花源記

にかけるがごとし。是より大和歌姫の方に近し」。と記行されている。

郷土史家平尾兵吾氏が昭和6年に「北河内郡史蹟史話」を出版された。その中の田原域

社の項に以下の通り記述されている O

田原村大字上田原字八ノ坪にある O 附近よりの高さが~50m の丘段上にあって、西は生駒

i吉瀧の山に続き、東方田原盆地に望んで、南北は自然の河谷を控え頗る景勝の地形である。

南側の山腹とか山上には桔段状に乎地が断続して居る、多分往時城廓の建物のあった祉と

思われるが、今は畑とか宅地とかになってしまって、当年の雄園も壮観も見る由もないo

mJ-_には今小さな住吉の神嗣が建てられである、現今城のと、城の下、門口、土居の内、
的場、矢の石などの古い地名が名所に残されている。

口碑の伝える所によると、往昔此地の名族に田原対馬守というのがあった O 城砦をこ、

に構え八の坪を根拠に南北田原を領して居った。今日田原村月泉寺と材、する禅宗尼寺に保

管する過去帳には、延元丙子の記年ある義俊院殿節山良忠、居士以下享!除天文に至る拾数名

の法名がのせられである、此月泉寺は元来7J'C本村寝屋にあった月泉寺を移し、千光寺の名

を魔したもので、もとは真言宗で千光寺と称し、城主たりし義俊院殿の開基で旦其菩提寺

であったといって居る、足利氏末期の享縦天文の頃には三好氏が飯盛を根拠として、威を

近畿にふるった頃で¥田原氏は三好に属し、飯盛背面の防備に当ったと見られる。但し築

造は此以前のものか或は三好当時に補修したか新に築いたか、総て分明でないのは遺憾至
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1廷である O

尚、前記延元丙子三月五日の義俊院殿節山良忠居士であるが、延je丙子は延元元年で五

月廿五日は'f舎も大楠公奏川で戦死の目、義俊、節山、良忠の文字などについて考えても、

勤王烈士の英霊を吊したものであるまいか、最近甲可村逢阪から出た延元元年の文字がある

五輪塔婆と併せて考麗すべきものである。

田原域に残る域事E地名

標高 175m、南北90m、東西100mの範囲に広がる田原域は、東に出頭盆地をー望のもと

に見おろし、北は眼下に走る古堤街道をおさえ、周囲を約3m幅の山水河流が囲続して自

然のj豪を構成する。田原域自体が生駒の第一の山脈の西側に突出した部分でたくみに地形

を利用した中世の城である。

残念ながら現在は、この城に関する文献史料はほとんど見当らないが、 「城下、門口、

井戸谷、矢の石、土居の内、的場」等の城郭に関連する地名が残され、近くの古老は佐水

の「古城山 そして緊落を垣内と呼び「出垣内・人垣内」今な10'使用する人がいる。

土居の内は、八の坪の別称「土居の内」とは中世居住の緊落の周囲を防禦のためにめぐ

らす土畳をいい、 堀内と同じであってこの田原城は開国を谷と川でめぐらし

たものである O

ーの門は田原盆地に望む東側にあり、すなわち東を正面とする田原城であった。ーの門

から小道を曲折しながらこの門を通り、なおも約40m程すすむと本丸を頭上にして二分し

ている。この二分する均所が地元の古老は三の門と言われている。 本丸と二の丸とは同一

丘陵であったが、この築城の際に切り掘りを行ない本丸と二の丸とを区画されたものであ

るO 本丸は26mX 7 mの削平地に開けている。

本丸の西側に位置するこの丸の規模は束11mX24 m、西22mX18mでJうる。本丸の東側

下に37mX 7 mの削平地があり、郭を築かれ防備を固めている。

切り掘りの西側には隠井戸と呼ばれる掘り井戸が二個並び、 10m程離れて山水貯水池が

Q 。

砦については、山口博氏が四篠畷市史第 1巻にわいて「西砦」と呼ばれている所は、四

囲が深い絶壁に廻らされ、天然の要塞をなしており、又、裏山砦は前面が2m余の急崖に

のぞみ、 20mXI0mの郭を形づくって裏山づたいの防禦陣地を構成したと考えられている υ

今回の田原城の範囲確認調査にわいて、西砦と西側に突出する丘陵との間の深い水田地に

おいて濠を確認することが出来た。又、北側の尾根においての調査でも濠の一部を確認し、

この濠を結ぶ範間が田原城の城郭である。

田E宮城田E事対j馬守

田原城主が誰であるのか、又、田原城をめぐる合戦が行なわれたかについては、明らか
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阪マF

ではないが、史料的にみて、城主出原対馬守の菩提寺の月泉寺の位牌の中に延元丙子

三月五日、義俊院殿節山良忠居士。延文丙中四年十二月十日

~等が残存する。月

輪塔の基部たる地輪を敷き

立したものであろう。

に三基の五輪塔と卵壌が立ち並び¥三基の五輪塔の台石は五

たものであり、この墓地域内には五輪塔が100基以上が林

l土、当初南朝に属し、のち北朝に転じ戦国期には畿内に君臨した三好長慶の家毘と

して、 出城の役目を担ったと考えられる。

が飯盛域に拠ったのが永総三年十 A月十三日、三好の家臣となって大

和をも呪んだ田原対局守は、織田信長の畿内制覇の中、飯盛域の陥落・廃J成と共に姿を消

したのだろう ο
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N 調査概要

田原域社

田原域社は第置章でくわしく述べたように、

たくみに地形を利用した ~fl世の城である。

第lの11J脈の西側に突出した部分を

田原城は地元の協力により、本丸・二の丸@裏山郭。西砦が完全に保存されていたが、

今凶田原城の西側一帯において日本住宅公団田原団地建設予定内にかかるため田原城の遺

構有無の確認、遺構の保存状態を含めた範囲確認調査を人力において実施した。

今回の調査地は、山口 博氏が四健闘芸市史第 l巻の出原域の構造図に示されている西砦

m X12m)の西側の谷間の水田第l地[玄に3本のトレンチを設定し、また北側の古堤街

道側の谷間の水出(第2地区)に4本のトレンチと出原城構造図の裏山郭の北側に1本の

トレンチを設定した。

第l地区の水出は、 5枚の棚田式の水田地で、あり、水田地の標高は、 T.P 161.0 mを

り、西砦との比高差は10m強である。

第1トレンチは、 5枚の棚田式の水田地の;最も低い所に位置する、大字 l:田原919番地

に幅1.5m、長さ 12mの東西方向にトレンチを設定した。

層序は、第 11否 a 耕士、第H層。床士、第間層は厚さ約25cmの茶褐色砂層、第百層は

さが~50cmの青灰色粘土層が堆積し、第九T層は厚さが~20cmの青灰色砂層、第百層は i手さ

~50 cmの暗褐色粘土層、第百i層は!字:さ約40~ 50 cm暗褐色砂層、第盟層は!享さ約40cmの

が堆積し地LlJとなる。地山[立西から東にかけてゆるやかに傾斜している。

第盟層内から 土師質小皿、瓦質土器がそれぞれ出土している。

第2トレンチは棚田式の下から 4枚目畑地の大字上田原921番地に幅1.2m、 長さ 9m

の南北方向にトレンチを設定した。水田面の標高は、 T.P 160.50 m、扇序は第盟層尽さ

40~倒的の黒褐色砂層、第

(小磯混り)第叫層厚さ

!字さ約30cmの青灰色砂層、第V層厚さ約30cmの青灰色砂層

cmの青灰色粘土、第四層岸さ約45cmの青灰色砂層が堆積し地山

となる。次に各層序からの出土遺物としては、第盟層内から陶器、練鉢、土師小盟、

羽釜、第冨から磁器、土師小皿、須恵器がそれぞれ出土している。

第3トレンチは、第2トレンチの南側の水田地に幅3m、長さ12mの南北方向にトレン

チを設定した。水田面の標高は、 T.P 159.0 m、層庁:は第司層厚さ約18cmの黒褐色粘土層、

第IV層厚さ約30cmの褐色砂質土層、第九f層)半さ約30cmの青灰色砂層、第 ¥11層厚さ

cmの青灰色粘土層、第 \;11 層!手さ約70cmの育灰色砂!E号、第噛層厚さ約50~70cmの黒褐色粘土

層が堆積し地山となる。

からの出土遺物としては、第亜層内から土師質小血、二i二師1;t大皿、陶器、羽釜、

- 8 -



おろし血、くらわんか茶腕、第Vl層内から土自rti質小lill.が出土している O

第2地区

第4トレンチは、 I釘北方向にのびる谷地形があり、その西側に位寵する、標高T.P169m 

の山林に幅4m、長さ15mの東西方向にトレンチ『を設定した。

トレンf設定場所が尾根の斜面であったため層序は、第l層厚さ20cmの表土、第H層)享

さが015~20cmの黄褐色砂質土が堆積するだけで地山となる。トレンチ内からの出土遺物を

見い出すことはできなかった O

第5トレンチは、第4トレンチ設定の尾根と田原域社構造図に示す裏山郭との間にある

第2

- 9 -
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谷地形最下段の上田原791番地に所在する旧水団地に幅5m、長さ 5mのトレンチを設定

した。!日水田面の標高はT.P 162.0 m、層序は第 I 層表土、第 E 層厚さ約1O~60cmの黄褐

色砂層(粘土混り)で\第 E層厚さ約20~50cmの黄褐色砂層、第N層!享さ約15cmの灰褐色

砂層、第 V層厚さ約15~20cmの黒褐色粘土、第百T層厚さ約60cmの黄褐色砂層(粘土混り)

第四層厚さ約130cmの青灰色砂層(粘土混り)がそれぞれ堆積し地山となる。

東側断面第H層内から、]11原石を敷きつめた石敷遺構が検出し、中から土師質小皿、陶

器、瓦質土器が出土している。第四層内から銅製品1点、第V層内から元豊通宝I点、瓦器

椀、第刊層内から羽釜、五、須恵器t不身、第四層内から土師質小皿が出土している O

元豊通宝は(北宋) l078~1085年に鋳造されたものであり、瓦器椀は、口縁部内面に 1

本の沈線をめぐり、高台は退化してわず、かに残存する貼り付け高台を呈する O 内面には、

粗くてうすい螺施形の時文がめぐるものや、最下層出土の土師質小皿は体部と三十三へのヨコ

ナデは弱く、ナデ自体は口縁内外面に重点が置かれ、底部の突起は発達し、ヘソ血として

定型化しているものである。出土した遺物からみて、 13世紀後半から、 14世紀中葉に比定

される。

第6トレンチは、第4トレンチのすぐ東側の現杉林地に幅4m、長さ 8mの東西方向に

トレンチを設定した O 層序は、第I層表土、第E層約20cmの暗褐色砂層、第困層約1O~60

cmの赤褐色砂層(粘土混り)、 第N層約20cmの黒褐色砂層、第V層約30仰の灰褐色砂層、

第百層約60cmの青灰色砂層、第四層約30cmの青灰色砂層(粘土混り)が堆積し、第四層下

については、 トレンチ内断面が崩れトレンチ調査が不可能となったため、径25cmのボーリ

ング調査に切り替えた結果、地表下約3.5mで地山を確認することができた。すなわち、

北側断面実測で示したように田原城牡側(東側)斜面の地山面の一部を検出することがで

きた。この地山面が田原域社の西側にかかる濠跡の一部のものであり、このj豪跡を含むも

のが田原域社の範囲であることが明確になった。

次に各層序からの出土遺物としては、第E層内から土師質小皿、瓦質土器が出土してい

る。

第7トレンチは、第6トレンチより一枚上段の杉林地に幅2m、長さ 8.5mの東西方向

にトレンチを設定した。トレンチの設定は第6トレンチにおいて田原域社西側斜面濠を確

認するために設定したもので表土面は標高T.P 170.0 mで¥層序は第I層表土、第E層約

50cmの黄褐色砂層、第亜層約60~70 cmの赤褐色砂層、第N層約40~50cmの灰褐色砂層(粘

土混り)が堆積している。第困層内から磁器、土師質小亜lが出土している O

第6トレンチ同様表土下約2mまでの調査で断面が崩れ調査不可能となった O しかし、

このトレンチにおいては北側にのびる尾根の東側斜面地山面を一部確認することが出来た O

第 6 トレンチと第 7 トレンチにおいて、標高167~169mの等高線上にわいては田原城牡濠

0
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幅は約12-15mと考えられる O すなわちこの濠底部と裏山郭との比高差は18~20 mにお

よび|福も約30~40m という急崖にのぞむものであった。すなわち裏山づたいの防禦陣地を

構成したもので周囲を深い絶壁に廻らされ、天然の要塞をなしている O

第8トレンチは裏山郭の北側にのびる尾根の先端斜面に幅2m、長さ8.5mの南北方向

にトレンチを設定した。この尾根の先端部の標高180.26mのフラット面にトレンチを設定

することが出来なかったもので¥建根先端斜面に、第8トレンチとして設定したものである。

層序は第I層表土下すぐに地山になっており、流出土及び堆積土は全く検出されていない。

田原遺跡第3次発掘調査

第3次発掘調査は、市道辰巳谷線の東側丘陵一帯と、東側に派生する丘陵と丘陵との谷

間に合わせて、 25ヶ所のトレンチを設定した。以下各トレノチの層序を述べることにした

L瓦O

第 I トレンチは、市道辰巳苔線に近い標高154.0m~こ幅 2.7m、長さ24mの南北方向にト

レンチを設定した。層序は第I層表士、第E層床土、第四層!享さ約30crnの茶褐色砂層、第

百層は)享さ約25~40crnの白褐色砂層、第 V層は厚さ約 100cmの黄褐色砂層が堆積している。

第百層及び第V層内に白灰色粘土f習がブロック状に入り込んで、おり、この臼灰色粘土層は

後に述べる丘陵上における地山層である。

第 2~第 5 トレンチは、第 l トレンチの北東近くに位置する松林内に幅0.8m X長さ1.0

mのトレンチを設定した。第2トレンチ~第4トレンチは丘陵先端傾斜面であったため、

第l層表土、第E層黄褐色砂層が堆積し地山となる。第5トレンチの層序は、第立層!享さ

約20crnの黄褐色磯層、第盟層厚さ約10~20crnの臼褐色砂層、第百「層厚さ約20crnの黄褐色砂

層(磯混り)、 第V層!亨さ約15crnの自褐色砂層(喋混り)がそれぞれ堆積し地山となる。

第6トレンチは丘陵上にある関西電力北田原電源開発変電所への送電鉄堪の南側の130-

l番地に幅6m、長さ16mの南北方向のトレンチを設定したところ、 トレンチ東側端にお

いて落ち込みが検出したためトレンチ東側に幅約2m、長さ 5mのL字形にトレンチを拡

大して調査を実施した。

層序は第盟層厚さ約30crnの黄褐色砂質土、第 さが020~30 crnのH部品色砂質土、第V

層!早さ約60~ 100 crn の茶褐色粘土(磯混り)、第日層厚さ約40~60crnの赤褐色粘土がそれ

ぞれ堆積し地山となる。北断面実測図でもわかるように、西から東に、又、南から北への

地山傾斜面を見い出すことができた。

第7トレンチは、第6トレンチで地山傾斜面を検出することが出来たが、同一地山傾斜

面が東側にどのように続くかを確認するために第6トレンチの南東位置に幅2.8m長さ10m

の東西方向にトレンチを設定した。

層序は第亜層!享さ約20~50crnの白色砂層(磯混り)はトレンチ中央部から南傾斜面に堆
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積していた。第百層の白色砂層内にブロソク状に黄色小喋層が流れ込む状態で検出してい

る。第V層の(1色小喋層、第百層黄色ノH祭層、第噛層赤色磯層(部分粘土)、 第四層赤色

砂燦層はトレンチ西側から中央部にかけてのみ堆積されて地山になる。トレンチ西端にわ

いて耕土下約30cmで、地上に達するが東端にj引、ては約1.3mで池山が検出された。

第8トレンチは、第6トレンチの南側に同一線上に幅3m、長さ32mのトレンチを南北

方向に設定。層!子は第 llla 層厚さ約30cmの褐色砂層(傑混り)、第 lllb層厚さ約40~50cm 

の黄掲色砂世34混り層、第百層 j亨さ約40~60cmの褐色砂質土が次の第 V層青U<.褐色砂質土層

内にプロック;1犬に堆積している。第日層は厚さ約40cmの褐色砂質土(小燦混り層)、第理

層は!字さが;]40~60cmの赤褐色砂質土がトレンチ全域に検出し、一部ド層で地山となる。し

かし、 トレンチ南側において第咽層の白褐色砂質土が南から北への堆積が認められた。

東壁断面での最下層は第 8トレンチ向様)手さ約40cmの赤褐色砂層が堆積して地山となる。

地山面は北から南へのゆるやかな傾斜であり、又、西から東にかけて急傾斜で落ちていく

ことが断面実測図から明らかである。

第9トレンチは、第8トレンチの南側に同ム線上に幅3m、長さ31mのトレンチを南北

方向に設定。 Te~序は第臨 a)吾厚さ約15cmの日音燭色砂層(燦混り)、第部 b層厚さ約lO cm の黄

褐色砂牒混り層がブロック状に堆積している。第四層厚さ約80~90cmの褐色砂質土、第 V

層厚さ約20cmの育灰色砂質土、策目!吾!享さ約20~60cmの褐色砂質土(小磯混り層)、第四層

さ約25cmの赤栂色砂質土、第四層厚さ 60~80cmの白褐色砂質土が堆積し地山となる O

地山面は第8トレンチ同様、西から東へかけて傾斜していく。

第10トレンチは、第9トレンチ設定の南側水田地に位置し、今凶の第3次発掘調査地区

の最南端にi隔3m、長さ34mの南北方向にトレンチを設定した。層序は第I層耕士、第、E

層床土、第困層厚さ約100~llOcmの黄褐色砂層が堆積し地山となる。

第11トレンチは、第9トレンチ及び第10トレンチの東側の谷地形の水田地に設定したも

のである。トレンチの規模は幅3m、長さ23mのトレンチを南北方向に設定。層序は、第

I層耕土、第H層約10cmの以褐色砂層(粘土混り)、 第IIla層がこの水出の床土面と考え

られる O 第盟b層の亦溺色砂層は床土内にブロック状に堆積しており、同一騒がトレンチ

南側の第羽a層内にもブロック状に堆積している。第百黒赤褐色fr少層(小砂利混り)、

V 層はトレンチ中央部から北側に厚さが'J40~150 cm の赤弘j色砂層、第Vf a 層は)享さ約20~

60cmの赤褐色砂層(炭;I~ り)、第百 b層は厚さ約40cmの黄褐色砂層がブロック状に堆積して

いる。第 Vlla層はトレンチ南側から北側にかけて床こと Fからが~140cm にわたり堆積している。

第VRa層は黄褐色砂層(喋混り)、第Vllb層はVRa層内にブロック;1犬に堆積している黄褐色砂

層(粘土混り)、第曜層は厚さ約100cmの赤褐色粘土層がトレンチ南側で床土下で検出した O

第噛層下に厚さ約20cmの黄褐色砂層が堆積し地山となる。トレンチ南側から北側にかけて
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ゆるやかに{頃京干している。

第四トレンチl土、第11トレンチの北側に幅3m、長さ 12.5mのトレンチを南北方向に

定した。層序(土、第I層耕土、第E層床士、第臨a層はi学さ約20cmの黄褐色砂層(部分粘土)

第llIb層赤樹色粘11士、第盟c層赤同色粘土、第由d層茶褐色砂層(粘土混り)がプロソク

状に堆積している。第五「層は厚さ約70cmの赤制色砂層(喋J昆り及び部分粘土)、第九r層口、

下の赤褐色砂層(燦混十J)、第¥1層茶色砂層(礁混り)、第四a層赤褐色砂層(部分粘土)、

ffi Vll b層黄褐色砂層(部分粘土)、第噛層j;¥ミ褐色粘土、第吾氏褐色粘土、第X層赤掲色砂

層(部分粘土)がそれ トレンチ序j7う、ら二!tfNIJに傾主ヰしながらI佳積しており、このトレン

チにむいてはI也山を険出することが出米ていまい。

第13トレンチは、第12トレンチの北側に幅3m、長さ14.5mのトレンチを雨北方向に設

定した。層序(土第盟国厚さ 20~30cmの収褐色砂層(部分粘土)、 第N層は!享さが.J20~60cm

の!天初色粘土、第九γ層は第百層内に赤褐色粘土層がブロック状に堆模している。第珂層は

トレンチ中央部にむいて床土下から赤褐色砂層(喋出り)、第四層は赤褐色砂層(部分粘

土)、第¥lIlfi訴は!手さが]40cmの茶褐色砂層(小砂手Iji.昆り)が第 V1層と!日J--層まで堆積し、

第 IX 層は !ijj さ 20~70cmの黄褐色砂層(小砂利混り)及び第 X層厚さ約20cmの赤褐色砂層で

地[11となる。

第14 トレンチ;土、 W; 13 トレンチの~tfM!jI二幅3m、長さ13mのトレンチを南北方向に設定

した。!国!子は、第立層!末土と第N層黄褐色砂!百との間に第罰a層、第lllb層の黄褐g

ノト砂手Ij混り)が厚さ約10cmでフV ッケ;1犬に堆積している。第 ¥l層は!￥さがの!天間色砂

層 (喋温り)、 ~v1府は!字さ約 130cmの奇褐色砂層、第四bl吾は黄地色砂層 (粘土、

vJ)、地111直上の第湘 Jr~l は!半さ

なる。

cmの赤褐色砂層(中1[1土混り)がそれぞ、れ堆積し地LLJと

トレンチは、この谷ノド出の中間位置に位置している。 トレンチの規模は幅3m、長

さ13mの南北方向のトレンチを設定した。層1芋は、第III者床土、第盟!習は厚さ約20むmの

赤弘j色砂層、第N層は!半さ約lOcmの黄濁色砂層(小砂利混 V))、~r; J認はが cmの白褐色

砂層 (機混り)の堆積土ヰ1(こが)40cmの (砂利j昆り)がブロック;1犬にI佳積して

いる o JAt ド層は!半さ約10~15cmの以制色砂層である。

トレンチ(土、第15トレンチより J 段低いlJ"同地に幅3m、長さ 6mのトレンチを東

西方向に設定。層序は、第H層床土、 ドに第1lIal尋の!ポ紘j色砂層、第盟bl醤の赤紘j色砂層が

約8cmの!手さでブロソク;1犬的に堆積している。第lV層は各トレンチ全域にみられる原さ約

90~100cmの黄褐色砂層(小砂利混川、第 V層は!手さ約制~70cmの黄褐色砂層が堆積し一

部で地山となる O 他の一部において第VI層)与さがJ30cmの赤制邑砂層(粘土混り)が堆積し

;也L1Jとなる。
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第17トレンチは谷水田方向の南東斜面に位置する水町地に幅1.6m、長さ5固50mのトレ

ンチを南北方向に設定した。層F子(土第 IIJ討床土下に第盟層は!手さ約15~40cmの赤掲色砂層

(粘土 J昆り)で A部地山となる c 北壁断面では第班層ードに約1O~30cmの茶褐色砂層(粘土

り)、第VJw 褐色砂層(礁混り)、第百層黄褐色砂層、第哩層赤褐色砂層で地山となり

表土 F約140cmの堆積土層からなっている。

トレンチは調査地の最東端の最低水田地に幅3m、長さ 8mの南北方向にトレンチ

を設定した。層序;土、第II層床土ドに第罰a層から第理b層までブロ yク状に堆積する。堆

積する各層は第酉a層赤褐色砂層(砂利混り)、第illb層赤褐色粘土、第盟c層黄褐色砂層、

第百d層赤溺邑粘土(砂利混り)であり、第百層灰褐色砂層は第盟層のド層にもぐり

部地山となる。又、第九T 層は!写:さが~1O ~60cmの黄組合」砂層でこの第 V r.討も第 Vaから第 c

層までブロック状(こ堆積している O

第19トレン千l土、第17トレンチの谷水団地を挟む位置にある O トレンチの規模は、幅3

m、長さ 9mの1$1北方向のトレンチを設定した。層序は東側断面でみると第 I層耕土、

B層床土で一部地山となり、 トレンチ北側の方向では第E層岸さ10cmの赤溺色砂層(粘土

j昆り)、第百層厚さが cmの黄褐色砂層で、地山となる O
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V まとめ

第3次発掘調査の田原城杜範囲確認調査地は、第 2図の田原城社平面図に示したところ

の西砦の西側の深い絶壁干の標高 T.P157.83 ~160.53m の棚田式谷水田地と府道中垣内

南田原線の古堤街道の南に位置する旧谷水田地の標高 T.P 162.0 ~16古島 3m の棚田式谷水

間地に計8ヶ所のトレンチを設定した O 各トレンチ内の堆積土層については第百主主におい

てくわしく述べたとおりである O 現在まで田原城祉については四篠畷市史執筆者の山口博

氏が貧弱な史料の中から、天保15年、上田原村差出明細帳に「古城跡、字城Lij、壱ケ所但

し、凡弐百年以前永続之比、当地守護出原対馬守様御城跡と申伝候」とあって、田原対馬

守なる田原領主が永続年間 (1560年代)、田原城に拠って当地を支配していたと、くわし

く研究されている。同氏の研究史は文献を中心に田原域社削平地の館跡を構造凶に示され

ているもので田原域社研究史上きわめて重要な構造図であった。

この出原城について第 lに、いつにこの田原城が構築されたかという問題であるが、山口

氏は田原城構築を15世紀後半の河内守護畠山家の内紛頃に始まるのではないかと考えられ

ている。このように田原城は 1[iJ]も発掘調査のメスを入れることがなかった。

田原城i止の範同については、本丸を中心とした北、束、南の三方については深い絶壁に

廻らされたLlj*iUJ流の囲擁した濠を構成していたが今聞の城北西側の範囲があと A歩明確

にされていなかった。しかしこの範岡確認調査の結果先にも述べた棚田式谷水団地にトレ

ンチであったが急傾斜面を呈する濠跡をそれぞれ確認することが出来、田原城構造凶 Bヲ

加して範囲を示すところまできている。又第 lの問題とされていた構築時期については、

j刻々堆積土府内から出土した元豊通宝の銭と古墳時代後期の須恵器以外については、 l:fぼ

田原城構築i時期を決める資料が出土した。すなわち出土した土師質小皿及び、瓦器椀、羽

摺鉢、瀬戸焼おろし皿、伊万里焼などからみて、上限年代を14世紀中葉に比定するこ

とが出来る。北末銭の元豊通宝 (1078~1085)が出土したもののこの時期に比定される土

器は現在のところ出土していない。

田原遺跡、第3次発掘調査地区にわいては、第 6トレンチから第10トレンチまでの 5ヶ所

のトレンチから地山傾斜面が南から北へゆるやかに傾斜し、又、国から東にかけて地山は

急傾斜を呈していることが明らかになった O 次に第11トレンチから第15トレンチの谷ノド田

から中世末から近世の陶磁器と砥石が出土している O この近l世の土器や炭が出土している

ことは、近世開懇時のものか、下回原の佐水、正伝寺西側台地 i二、「古城」と字地されるこ

とからこの守?に田原領主の居館跡に関する資料かは不明で、あるが、この台地→kに住んで

いた遺構等が近世に削平され谷地Jf5t也に埋めたものであろう。

次に|二j本住宅公団田原団地建設予定地内の文化財発掘調査で、検出された遺構、遺物につ

2宮



いて簡単に説明しておきたい O これまでに検出された

(石組) 2 

され各遺構内から

をの落ち

l土、縄文早期の落ち

議状遺構

した。

第2次調査の際出土した中世の土壌状遺構内から出土した75枚にのぼ、る土師質小皿が a

括して出土し、又、落ち込み状遺構は表土同守3.6mのj菜きで今日まで撹舌しされることなく 15

)習の土佐積土層が観察することができた。

に検出した縄文時代早期の押型文土器に伴なう落ち を取り出むよう

に検出された花関岩の石列が検出したことは、交野市神宮寺遺跡、枚方市稽谷遺跡だけで

なく近畿地方の縄文時代早期の文化を研究する t-_で重要な資料で£る。又、

出土の押型文士器出土層上面から弥生時代前期の査が1点出土している。この

3cm胴在最大窪 Ocmで、服部中央に最大任を有し、腕部より頭部にかけて、 3

条・ 6条の貼り付け突帯に刻み目をもち、外面制部にハケ目を施こす

っ摂津の土器であり、唐古第 l様式(奈川の時期のものである。

に特徴をも

ここで今回までの調査によって得られた成果を にしめくくることにした

しミ。

出!京盆地に初めて人類が住みついた年代については、

貝殻条痕文、過擦支を施した土

期間{主みつき生活したものである。この縄文式土器と

尖頭器 e 細石器.{1核等の出土から人類の住みついた

時代人が注んでいた可能性もよbてきている。

又、出土した弥生式土器から北河内の弥生遺跡の出現

始めて庁j現しごいるがこれより 社主期早い前期に天の川水系の田原において

るO 弥生時代については、出)豆盆封hの今後の研究課題のー・つとなるだろう。

については、国道163号線のすぐ市に派生する丘陵 j二

(1) 

がこの出原の呈に

内からよれ土したサヌカイト

より」時期古しミ

JコL、でしミ

ヴ

}

おいて発見され、又、田原域社漆内からの出土とあわせて、この田原の派生する丘陵の突端

部に数多くの古墳が今後も検出する可能性がある。

については始めに述べた各遺構から出土した瓦器椀編年から港ち

紀の中頃~後期につくられ世紀に埋められている c その他の遺構も

掘立柱建物跡から終末期の瓦器椀が出土している。最も新しい時期の遺構として

があげられる。 出-土した土師質皿には全く瓦器椀を伴i出してむらず訪問紀代のもので

ある。

最後にこの田原に係るものとして「田原鋳銭司」のことを述べておきたい。

が、古代を考え弓10I河内i主j府と国分寺祉の検討」の仁t-(， ，.鋳銭戸!の変遷と立地につい

ハU
内ぺ
υ



長

て 「河内鋳銭司」にふれて一一と題して報告されている O この本文中に山城鋳銭可(加

茂町銭司)とほぼ並存すると考えられている「田原鋳銭司J が生駒市から四候畷市にかけ

ての地域に比定されている説があり、この裏付け資料として『大日本古文書~ (編年) 16 

巻に天平宝字6年に編年した誤りを宝字4年 (760) に二貫二百十四文自生馬輪束山運和

炭弁炭二百刑十四桝ー斗雇車十八両賃八十文自生馬鷹山運炭八斜車一両賃、二貫九十二文自

輪束山運炭二百廿二斜一斗車十六両賃占訪問主一文 珊二文自登美銭司村運炭十四斜

車一両賃。

この中で「登美銭司村J ，-輪束山」があり輪束山は相楽郡和束町の地名が現存しており、

「生馬鷹山」や「登美銭司村」は清滝街道と富雄川との交叉する地域に「高山」というところ

がある。すなわち登美銭司村がこの富雄川の下流の現在地名の登美ケ丘町があり和炭の産

地でもある O すなわちこの「田原鋳銭司」もこの付近と考えられ、生駒市「北田原J ，-南

田原」か、四候畷市「上田原J ，-下田原」付近と考えられている O 今後この日本住宅公団田

原団地建設予定地内に直接鋳銭関係を示す、るつぼ、ふいご口、鉱j宰、凹石、銅塊等が将来

出土する可能性が出てきた。
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